
J I U
Josai International University

城 西 国 際 大 学  広 報 誌

Jul. 2023
vol.2

「新学期」阿部奈津子



「
幸
空
」　

小
野
瀬
美
穂

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
ほ
か
に
も
、
記

念
式
典
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
交
流
会
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
30
周
年
記
念
事
業
を
開

催
し
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
辿
る
と
と
も

に
「
世
界
、
地
域
、
そ
し
て
未
来
へ
と
つ

な
が
る
大
学
」
と
し
て
の
さ
ら

な
る
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

昨
年
度
30
周
年
を
迎
え
た
本
学
は
、
１

年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を

展
開
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
が
、
本

学
の
在
学
生
、
卒
業
生
、
教
職
員
を
対
象

に Instagram

上
で
実
施
し
た
「
J
I
U

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
す
。
キ
ャ
ン
パ

ス
周
辺
、
教
育
・
研
究
活
動
の
様
子
、

サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
面
な
ど
を
題
材
に
、

大
学
の
魅
力
が
伝
わ
る
一
枚
を
、「
季
節
」

「
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
」「
ア
ー
ト
フ
ォ

ト
」
の
3
部
門
で
募
集
し
、
感
性
豊
か
な

53
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
号

で
は
そ
の
中
か
ら
、
季
節
部
門
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
阿
部
奈
津
子
さ
ん
（
メ
デ
ィ

ア
学
部
映
像
芸
術
コ
ー
ス
４
年
＝
当
時
）
の
「
新
学

期
」
を
表
紙
に
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
ア
ー
ト
フ
ォ
ト
部

門
の
最
優
秀
賞
受
賞
作
「
幸
空
（
さ
ち
ぞ

ら
）
」
＝
小
野
瀬
美
穂
さ
ん
（
2
0
1
8
年
度

卒
・
国
際
人
文
学
部
国
際
交
流
学
科
）
撮
影
、
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
部
門
で
最
優
秀
賞
と
な
っ

た
「
紅
い
並
木
道
」
＝
金
子
涼
太
さ
ん

（
メ
デ
ィ
ア
学
部
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス
3
年
＝
当

時
）
撮
影
＝
の
２
枚
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

本
学
の
魅
力
を
伝
え
る
感
性
豊
か
な
作
品
続
々
と

「
J
I
U
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

「
紅
い
並
木
道
」　

金
子
涼
太

Spe c i a l  Feat ur e s

30
周
年
記
念
事
業
を

振
り
返
る

創立30周年
記念式典

国際学術
シンポジウムを
オンラインで
開催

在学生と卒業生が
一堂に
国際人文学部
交流会

スーダンの現状を
現地から伝える
川原尚行氏
特別講演会

受
賞
者
コ
メ
ン
ト
を

裏
表
紙
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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More Inf o .Stud en t s!
学 生 の 活 動

健康科学研究科を新設
保健・医療分野を横断的に研究

　2023年4月に大学院「健康科学研究科健康科学専攻（修士課程）」を新設しました。
保健・医療の分野を横断的に捉え、現代の健康問題に対応ができる総合的視野を養
い、健康を科学的に研究できる人材を養成します。また、本研究科が対象とする2領
域の教育課程が文部科学省の令和4（2022）年度「職業実践力育成プログラム（BP）」と
して、2022年12月22日に同省に認定されました。

外国籍の児童・生徒への日本語教育支援を強化
千葉県山武市と連携協定締結

　外国籍の住民が急増している千葉県山武市での日本語教育支援を円滑に行うことを
目指し、本学と同市が1月18日、「山武市及び山武市教育委員会と城西国際大学との
外国人児童生徒の日本語教育支援に係る連携協定」を締結しました。これを機に、外
国人の児童生徒への日本語教育だけでなく、子どもたちに日本語を指導する教職員へ
の支援にもさらに注力してまいります。

千葉県芝山町と包括連携協定を締結
観光資源の開発・人材育成も

　千葉県北東部に位置する芝山町と本学が3月22日、包括連携協定を締結しました。
成田国際空港に隣接する同町と、国際大学である本学とが連携することによって、同町
ならではの特性を活かした地域社会の形成・発展を目指します。また、観光振興に関す
る覚書も同時に締結し、新たな観光資源の開発や人材育成にも取り組んでいきます。

留学生へのキャリア支援のあり方を産学官で討論
「国際大学フォーラム」開催

　「国際」「外国語」を冠した大学等を中心としたネットワーク「国際大学間の未来ネット
ワーク」（CoIN、会長＝杉林堅次・城西国際大学学長）が主催する「第3回国際大学
フォーラム」が3月3日、東京紀尾井町キャンパスで開催されました。今回は「外国人留学
生の輝く未来のために －多様性社会に求められるキャリア支援－」をテーマに、日本で
学び、日本での就職を希望する外国人留学生を取り巻く環境や大学として対応すべき
問題、オールジャパンで取り組むべき課題解決について熱く語り合いました。

Q R コ ード か ら 各 記 事 の 詳 細 を W E B で お 読 み い た だ け ま す 。

かった中、「物語の中にダンスが寄り添って
いて、映画のワンシーンのような印象を受け
た」と審査員から高く評価されました。

女子駅伝部「シドニーマラソン
2022」ハーフで準優勝

●「シドニーマラソン2022」（オースト
ラリア陸上競技連盟主催）でのハーフマ
ラソンに2022年9月18日（現地時間）
に  山朋佳選手（福祉総合学部2年＝
当時）が出場し、自己ベストを2分近
く更新する1時間16分48秒で準優勝
しました。

女子駅伝部
「ちばアクアラインマラソン2022」
女子マラソンの部で準優勝

●2022年11月6日に4年ぶりに開催された「ち
ばアクアラインマラソン2022」（千葉県、千葉県教
育委員会主催）の女子マラソンの部で、根本梨
里加選手（経営情報学部2年＝当時）が自己ベスト
を更新する2時間55分11秒で準優勝しました。硬式野球部

サンドゥ選手
WBCパキスタン代表メンバーに

●サンドゥ シャーン タヒル選手（経営
情報学部3年＝当時）が、「2023ワール
ド・ベースボール・クラシック（WBC）」
予選ラウンドでのパキスタン代表に
選出され、2022年9月30日から10月
5日にパナマで開催された試合に出
場しました。

柔道部
波平泰輝選手が
2022年度

海外研修団に選抜
フランスへ

●波平泰輝選手（経営情報学部3年＝
当時）が全日本学生柔道連盟の事業で
ある「2022年度海外研修団」のメンバー
に選抜され、今年2月にフランスへ派遣
されました。日本からは15大学の学
生が参加し、柔道を学ぶフランス
の大学生と試合を行うなど交
流を深めました。

「TYO学生ムービーアワード」でメディア学部・柏井翔矢さんらの作品が銀賞に

女子剣道部
2年連続9回目の全国大会出場

●2022年11月13日に開催された「第
41回全日本女子学生剣道優勝大会」

に、女子剣道部が出場しまし
た。同年9月19日開催された
「第48回関東女子学生剣道
優勝大会」で出場82チーム
中ベスト8の成績を収め、2
年連続9回目の全国進出を果
たしました。

やったあー！

頑張りました！

うらあ！

軟式野球部
全国大会でチーム最高の第3位に

●「第45回全日本大学軟式野球選手権大会」
（2022年11月13～18日開催）で、チーム過去最高と
なる第3位の成績を収めました。また井上輔選手
（観光学部4年＝当時）は敢闘賞を受賞。さらに
2022年度大学軟式野球日本代表に井上選手と
山内敬太選手（同4年＝同）の2名が選出され、同
年12月に台湾で開催された「第25回全
日本大学軟式野球国際親善大会」に参
加しました。

●学生を対象としたショートフィルムコンテスト第3回「TYO
学生ムービーアワード」で、メディア学部メディア情報学科映
像芸術コースの柏井翔矢さん（3年＝当時）らが制作した『手の
ひら』が銀賞を受賞しました。受賞作は柏井さんが企画・監
督を務め、同コースの仲間5名とともに制作。今回のテーマ
である「踊る」をダンスでストレートに表現した応募作が多
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編集後記

　広報誌「JIU」第2号をお届けいたします。しばらく発行を途切れさせ、皆さまに情報をお届けするのが遅くなってしま

いましたことを深くお詫び申し上げます。

　今号は昨年度1年間にわたり展開した「30周年記念事業」を振り返るとともに、新たに結成した学生広報スタッフの活

動などをご紹介いたしました。2023年度のスタートと同時にキャンパスはほぼコロナ禍前の態勢となり、留学生の姿も多

く目にするようになりました。次号では、活気に満ちた学内の様子をようやくお伝えできそうです。

　最後に、広報誌「JIU」について改めてご紹介させていただきます。本学では大学Webサイトや公式SNSを通して学内

のさまざまな活動を公開しておりますが、それらによる発信だけでは目に留まりにくかったトピックスにも触れていただきた

く思い、紙の広報誌を発刊しました。掲載した情報はすべて、要点のみをまとめています。各トピックに興味を持ってく

ださった方はぜひ、QRコードから大学Webサイトにアクセスし、詳しい内容をご覧ください。 【広報室】

城 西 国 際 大 学  広 報 誌

https://www. jiu.ac.jp

大学院
人文科学研究科
経営情報学研究科
福祉総合学研究科
ビジネスデザイン研究科
薬学研究科
国際アドミニストレーション研究科
健康科学研究科

留学生別科

千葉東金キャンパス
〒283-8555　千葉県東金市求名1番地

•国際人文学部 国際文化学科
 国際交流学科
•観光学部 観光学科
•経営情報学部 総合経営学科　総合経営コース
•メディア学部 メディア情報学科　ニューメディアコース
•薬学部 医療薬学科
•福祉総合学部 福祉総合学科
 理学療法学科
•看護学部 看護学科

東京紀尾井町キャンパス
〒102-0094　東京都千代田区紀尾井町3-26

•経営情報学部 総合経営学科　グローバル経営情報コース
•メディア学部 メディア情報学科　映像芸術コース

「JIUフォトコンテスト」受賞者コメント

表紙
「新学期」　阿部奈津子
■もともとは就活で使用するポートフォリオ作成の
為に撮影した写真でした。3年の春休みに東京・
六本木で撮影しました。「将来を見つめている自
分自身と重ね合わせたイメージ」で撮影し、モデ
ルは映画制作のときに1年の頃から出演してくれ
ている同学年生に依頼しました。

P.2
「幸空」　小野瀬美穂
■在学中の9月に撮った写真で、買い物帰りだっ
たと思います。たしか雨上がりだったので、「雨
がやんで良かった」と思った時、ふと周りを見た
ら虹が大きく大学の上にかかっていたため、すぐ
カメラを取り出しました。虹を見つけて、小さな
幸せを感じることができているなと、写真を見て
当時を思い出しました。

P.3
「紅い並木道」　金子涼太
■秋に千葉東金キャンパスのセントラルスパイン
を歩く友人たちを撮影しました。セントラルスパイ
ンが紅葉で彩られて、本当にきれいでした。子
どものころから写真を撮ることが好きで、常にカ
メラを持ち歩いています。この日は天気も良く、
雰囲気がとても良かったので、思わずシャッター
を切りました。

TEL：0475-55-8860
FAX：0475-53-4660
（千葉東金キャンパス）

Mail : koho@jiu.ac.jp TEL：03-6238-1247
FAX：03-6238-1246 
（東京紀尾井町キャンパス）

城 西 国 際 大 学

広 報 室


